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工学における基本的な流れ

問題 モデル化 解く

例：画像が与えられたとき、
猫が写っているか知りたい

例：猫画像と正解画像を集め、
それを教師とした
教師有り学習と立式

例：Visual Transformerモデルを
確率的勾配降下法で訓練する
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工学における基本的な流れ

問題 モデル化 解く

例：画像が与えられたとき、
猫が写っているか知りたい

例：猫画像と正解画像を集め、
それを教師とした
教師有り学習と立式

例：Visual Transformerモデルを
確率的勾配降下法で訓練する

大学１・２年生は、ここの座学がメイン
実際にPCで計算することはあまりない

目標①：この流れを体験する（普通は卒論で経験）

目標②：座学で習った数学を
実際に計算

ロゴの出典URL: https://julialang.org/ 
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例：今年の東大理系入試第一問

問題の出典：https://sokuho.yozemi.ac.jp/sokuho/k_mondaitokaitou/1/1376734_5340.html 
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例：今年の東大理系入試第一問

問題の出典：https://sokuho.yozemi.ac.jp/sokuho/k_mondaitokaitou/1/1376734_5340.html 

using LinearAlgebra
using Plots

function angle(v1, v2)
cos_theta = dot(v1, v2) / (norm(v1) * norm(v2))
theta = acos(cos_theta)
return theta

end

OA = [0, -1, 1]
AO = -OA

xs = []
ys = []

for x in -3:0.05:3, y in -3:0.05:3
OP = [x, y, 0]
AP = [x, y+1, -1]
if angle(OA, OP) > 2.0 / 3 * π && angle(AO, AP) <= π / 6

push!(xs, x)
push!(ys, y)

end
end

scatter(xs, ys, xlims=(-3, 3), ylims=(-3, 3),
aspect_ratio=:equal, markersize=1)
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➢ 少人数グループ
➢ 問題を自分たちで設定
➢ Juliaでプログラミング
➢ 発表

２セット目

３セット目

スケジュール
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参考書

実践Julia入門
➢ 著者名： 後藤俊介
➢ 出版社：技術評論社（2023）

スタンフォード ベクトル・行列からはじめる最適化数学
➢ 著者名： ステファン・ボイド、リーヴェン・ヴァンデンベルグ
➢ 出版社：講談社（2021）

実行環境について

➢ 実際に講義が始まる第三週目（4/26）から、自分のPCを持ってきてください
➢ プログラミング環境はこちらで準備します
（Amazon SageMaker Studio Labsというものを使います）

➢ プログラミング初心者でもOK
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について

➢ 2012に作られた新しい言語
➢ MATLABのお手軽計算能力 + Pythonの書きやすさ + Cの速度
➢ 数式との相性良し（数学者・物理学者に人気らしい？）
➢ ちょっとした（しかし複雑な）計算をする場合に一番いいチョイスかも
➢ 着き進めていくとクセツヨな、しかし面白い思想（多重ディスパッチ等）
➢ 多くの学生はCなどを講義で習い、普段使いの言語としてPythonを使う。
それ以外の面白い言語を勉強するいい機会かも

オリジナル英文の出典：
https://julialang.org/blog/2012/02/why

-we-created-julia/

日本語版の出典：

https://www.geidai.ac.jp/~marui/julialan

g/why_we_created_julia/index.html 
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